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|速報|
アルギンの製造理論の修正について

鈴 木 鼻

〈海藻化学講座〉

著者は昭和20年以来アルギシの製諸方法にてコいて研究を続け，従来知られていなかった多〈のアル

カリ・アシモ=ウム・マグネシウム化合物がアルギシの製造に用いられることを明かにし，その事実

に基いてアルギシの溶解機構の原理にづいて一つの体系を考えて之を説明したほH ヘ然-oに，その後

の研賓の結果，先に発表した設の不充分であることを認めるに至ったので，その群細を報告するに先

立ってアルギシの溶解理論の修正を惑報す-oものである。即ち先に発表した報文に於ては，アルギシ

酸及びその不溶性塩の溶解は中和或は複分解作用巴基くものであって，アルギシ酸石友のNaCl等に
よる膨潤溶解にてコいてのみイオシ交換反応である主説明したコ然るに，その後アノレギシ酸についても

アルギシ酸塩につい℃も，国相に於て陽イオシ交換反応が行われることを認め，その場合用いられる

化合物の陽イオシがアルカ F金属，アシモ=ウム基，マグネシウム等であづて反応が殆ど非可逆的な

場合にはアルギシ酸は塩己主主クて溶解し，反応が或る程度可逆的な場合には或は膨潤し，或は一部溶

解し，或は外見よ殆ど変化がない等の現象が見られるものであることが判明したコアルギシの溶解は

之を化学反応の立場からみれば，不均一系の反応と考えられるのであるが，然し同相が強電解質であ

4ること及び化学反応がミセル全体として起るe.ころの形態化学反応であるという点に於て不均一系反

応の特殊な場合であって，且ヲ溶解を伴わない場合であてコても或る程度可逆的ではあるが陽イオシ交

換が行われている事を明かにする事が出来た。

甚般のアルギシ酸のH+はく1)式の如く陽イオシ交換をうけるυ
Alg-COOH + XAご Alg-COOX+ HA・H ・H ・........・H ・-・(1)

此の場合Xがアルカ F金属，アシモ=ウム基，マグネVウム等(以下之をMと略記する〉であれば

反応が殆ど非可逆的な場合にはアルギシ酸塩は溶解する。用いた化合物がMAであった場合について
MAが迩基であれば反応は殆んど非可逆的であてコて， M-Alginateは溶解し，復である場合にはは〉式
によって生ヂペき HAが弱酸θ場合は反応は殆んど非可逆的であり，従つ-CM-Alginateは溶解し，
HAが強酸の場合に於℃は反応は或る程度可逆的であづてアルギシ酸が組となって溶解するには至ら
ないが，或る程度アルギシ酸DH+がMAのM+と陽イオシ交換せられている事実を確めることがで
きた。部ちアルギシ酸と塩とが作用するときは，その塩を分解し℃その塩成分のア=オンに相当する

酸を生やる。遊離のアJルレギシ酸に対し℃陽イオシ交換を行い市もその反応が殆ど非可逆的であγヲコてア

JルLギシ酸をアルギン酸塩として溶解するMAは第1報(1
反応が或る程度可逆的であてヲコτ，溶解するには至らないが，反応によヲτ生じたHAのために著しく
pHの低下を示すものはNaCl等である。
アルギン酸D不溶性塩類の場合にも同様(2)式に従ヲて陽イオシ交換反応がみられる。

Alg-COOY +X' A' ご Alg-COOX'+ YA' ...・H ・....・H ・-…・・ (2) 

X'tJ宝Mであった場合にづいてみればYA'の溶解積が極めて小さいときはYイオンが系外に除かれる
から反応は殆んど非可逆的であてコτAlg-Oα)Mは溶解してくる。若しYA'の溶解積が小でない場合
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はYイオンの蓄積がみられるので夫々のX'A'によって異る乎衡状態がみられるので反応は或る程度
可避的である O 反応が殆ど非可逆的であって Ca-Alginateを Alg-GOOMとして溶解するに用いら
れる MA'主しては第1報(1)第2表に掲げた化合物があ t，生じたCaA'と錯化合物を作ヲτCaイ
オシの蓄積を妨げるために溶解作用を示す MA'としてはロツシェル塩， Na~!Ûs 等が挙げられる。

陽イオシ交換反応が或る程度可逆的なものみしてはNaCl， NaOHなどがある。

以上を要約すれぽ，アルギシ酸及びその塩類はa陽イオン交換樹脂と同様に陽イオシ交換反応を示

すものでアルギシの溶解はその特殊な場合とみるべきであてコτ，特殊の塩基又は極を用いた時に溶解
作用がみられる之考えることが最も安当と息われる。

。鈴木:本誌， 3. 243 (1953) 
幻鈴木本誌， 4， 60 (1953) 
幻鈴木:本誌，小 65(1953) 

4) 鈴木本誌， 4， 69 (1953) 
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